
施
設
見
学
記
録
四
和
泉
学
園

収
容
し
て
お
り
、

―
つ
の
少
年
院
と
し
て
は
全
国
最
大
の
収
容
定
員
を
誇
る
。

施
設
見
学
記
録
四

〔
資
料
〕

浪
速
少
年
院
（
五
五
巻
六
号
）

宇

治

少

年

院

（

五

六

巻

一
号）

京
都
医
療
少
年
院
（
五
六
巻
四
号
）

三

重
刑
務
所
（
五
七
巻
一
号
）

宮
川
医
療
少
年
院
（
五
七
巻
四
号
）

神

戸

刑
務
所
（
五
七
巻
五
号
）

岩
国
刑
務
所
（
五
七
巻
六
号
）

京
都
刑
務
所
（
五
八
巻
二
号
）

若

葉

学

園

（

五

八

巻

四

号

）

姫
路
少
年
刑
務
所
（
五
九
巻
五
号
）

交
野
女
子
学
院
（
五
九
巻
六
号
）

京
都
少
年
鑑
別
所
（
六

0
巻
一
号
）

弘
済
の
ぞ
み
園

（六

0
巻
三
号
）

大

阪

刑

務

所

（

六

0
巻
四
号
）

奈

良

少

年

院

（

六

0
巻
五
号
）

和
歌
山
刑
務
所
（
六

一
巻
一
号
）

和

泉

学

園

（六一

巻
二
号
）

有

明

高

原

寮

（

六

二
巻

一号）

若

葉

学

園

（

六

二
巻
二
号）

和
歌
山
刑
務
所

（
六
三
巻

一号）

国

児

学

園

（六
三
巻
二
号）

和

泉

学

園

（本
号
）

今
回
は
、
和
泉
学
園
の
様
子
を
紹
介
す
る
。
和
泉
学
園
は
、
大
阪
府
内
に
あ
る
男
子
少
年
院
の

―
つ
で
あ
る
。
長
期
処
遇
と
短
期
処
遇
の
少
年
双
方
を

大
阪
府
内
の
少
年
院
と
し
て
は
、
ほ
か
に
男
子
少
年
院
の
浪
速
少
年
院
（
大
阪
府
茨
木
市
。
本
誌
五
五
巻
六
号
参
照
）
、
女
子
少
年
院
の
交
野
女
子
学

和

泉

学

園

＞、、オ

田

（
八
八
二
）

憲

史



和
泉
学
園
は
、
昭
和
二
四
年
(
-
九
四
九
年
）
に
浪
速
少
年
院
（
現
・
大
阪
府
茨
木
市
）

に
本
院
に
昇
格
し
て
和
泉
少
年
院
と
な
っ
た
。
昭
和
三
二
年

(
-
九
五
七
年
）
に
は
全
国
で
初
め
て
短
期
間
の
処
遇
に
取
り
組
み
、
昭
和
五
二
年

(
-
九

七
七
年
）
に
通
達
に
よ
っ
て
短
期
処
遇
の
施
設
と
な
っ
た
。
平
成
四
年
(
-
九
九
二
年
）
に
は
和
泉
学
園
と
改
称
し
た
。
平
成

―
二
年

（二

0
0
0年
）

よ
り
、
新
築
工
事
に
着
手
し
、

二
つ
の
寮
の
建
物
を
建
設
し
、
完
工
後
の
平
成
二
0
年
以
降
、
長
期
処
遇
も
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

敷
地
面
積
は
約
四
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
建
築
面
積
は
六

0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
、
延
床
面
積
は

一
万
三
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

種
別
は
、
初
等
少
年
院
（
心
身
に
著
し
い
故
障
の
な
い
、
お
お
む
ね

―二
歳
以
上
お
お
む
ね

一
六
歳
未
満
の
者
が
対
象
。
少
年
院
法
二
条
二
号
参
照
）
、

中
等
少
年
院
（
心
身
に
著
し
い
故
障
の
な
い
、
お
お
む
ね

一
六
歳
以
上
二
0
歳
未
満
の
者
が
対
象
。
少
年
院
法
二
条
三
号
参
照
）

処
遇
課
程
は
、
長
期
処
遇
の
生
活
訓
練
課
程
、
職
業
能
力
開
発
課
程
、
教
科
教
育
課
程
、

程
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
和
泉
学
園
は
、
平
成
三
年

(
-
九
九

一年）

に
特
修
短
期
処
遇
課
程
を
開
設
し
た
も
の
の
、
平
成

一
九
年
（
二
0
0
七
年
）

和
泉
学
圏
は
、
原
則
と
し
て
近
畿
二
府
四
県
の
家
庭
裁
判
所
か
ら
送
致
さ
れ
た
男
子
少
年
を
収
容
し
て
い
る
。

和
泉
学
園
に
お
け
る
処
遇
の
紹
介
と
し
て
は
、
田
所
康
二

「
和
泉
学
園
に
お
け
る
広
報
活
動
|
_＇地
域
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
」
刑
政

―二

0
巻

ま
ず
、
施
設
の
概
要
や
処
遇
の
内
容
な
ど
を
次
長
か
ら
お
話
し
い
た
だ
い
た
後
、
次
長
の
案
内
で
院
内
の
見
学
を
行
な
い
、
そ
の
後
、
質
疑
応
答
の
時

九
号

（二

0
0
九
）
三
八
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。

の
特
修
短
期
処
遇
の
施
設
集
約
に
伴
い
同
課
程
を
閉
鎖
し
た
。

和
泉
学
園
は
、
大
阪
府
阪
南
市
の
郊
外
に
あ
る
。

ヽ

は

じ

め

に

和
泉
学
圃
の
見
学
は
、
平
成
二
三
年

（二

0
1
―
年
）

院
（
大
阪
府
交
野
市
。
同
五
九
巻
六
号
参
照
）
が
あ
る
。

関

法

第

六

三
巻

三
号

―一

月
に
行
な
っ
た
。

一
般
短
期
処
遇
の
短
期
教
科
教
育
課
程
、
短
期
生
活
訓
練
課

（八
八

一
）

の
分
院
と
し
て
発
足
し
た
。
昭
和
二
八
年
(
-
九
五
三
年）

の
指
定
を
受
け
て
い
る
。



リ
ン
グ

施
設
見
学
記
録
四
和
泉
学
園

ナ
ー
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
。

直
し
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

二
、

処

遇

の

内

容

和
泉
学
園
の
収
容
定
員
は
、
長
期
処
遇

一
五
0
名
、
短
期
処
遇

一
0
0名
で
あ
る
。
参
観
当
日
の
在
院
者
数
は
長
期
処
遇

一
四
八
名
、
短
期
処
遇
六
七

名
で
あ
り
、
収
容
率
は
長
期
処
遇
九
九
％
、
短
期
処
遇
六
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
短
期
処
遇
の
収
容
率
が
低
く
、
長
期
処
遇
の
収
容
率
が
高
い
の
は
全
国

的
な
傾
向
と

一
致
し
て
い
る
。
在
院
者
を
少
年
院
の
種
別
ご
と
に
見
る
と
、
初
等
少
年
院

一
0
三
名
、
中
等
少
年
院

―
―
二
名
と
な
っ
て
い
る
。
和
泉
学

園
の
場
合
、
中
等
少
年
院
と
し
て
処
遇
し
て
い
る
の
は

一
七
歳
六
か
月
ま
で
の
少
年
で
あ
る
。

在
院
者
を
処
遇
課
程
別
に
見
る
と
、
長
期
処
遇
の
生
活
訓
練
課
程

0
名
、
職
業
能
力
開
発
課
程

一
〇
七
名
、
教
科
教
育
課
程
四

一
名、

の
短
期
教
科
教
育
課
程
二
六
名
、
短
期
生
活
訓
練
課
程
四

一
名
で
あ
る
。

平
成
ニ―

年
（
二
0
0
九
年
）

マ
ナ
ー
な
ど
の
講
座
、
課
題
作
文
、

ロ
ー
ル
レ
タ

一
般
短
期
処
遇

の
新
規
入
院
者
を
送
致
事
由
別
に
見
る
と
、
窃
盗
が
四
割
を
占
め
、
最
も
多
い
。
ま
た
、
入
院
時
の
年
齢
別
に
見
る
と
、

一
六
歳
が
四
割
で
最
も
多
い
。
さ
ら
に
、
決
定
家
庭
裁
判
所
別
に
見
る
と
、
大
阪
家
庭
裁
判
所
（
支
部
含
む
）
が
五
割
、
次
い
で
神
戸
家
庭
裁
判
所
（
支

部
含
む
）
が
二
割
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
保
護
者
の
状
況
を
見
る
と
、
実
母
の
み
が
四
割
、
実
父
母
が
三
割
と
な
っ
て
い
る
。

仮
退
院
ま
で
の
教
育
期
間
は
、
長
期
処
遇
の
場
合
が

一―

か
月
、
短
期
処
遇
の
場
合
が
五
か
月
で
あ
る
。

矯
正
教
育
は
、
他
の
少
年
院
同
様
、
新
入
時
教
育
、
中
間
期
教
育
、
出
院
準
備
教
育
の
三
段
階
に
分
か
れ
る
。
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
な
ど
、
育
て

新
入
時
教
育
は
、
長
期
処
遇
が
二
か
月
、
短
期
処
遇
の
場
合
が
二
週
間
で
あ
る
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
保
護
者
会
と
し
て
子
育
て
セ
ミ

中
間
期
教
育
は
、
長
期
処
遇
が
六
か
月
半
、
短
期
処
遇
の
場
合
が

一
0
週
間
で
あ
る
。
集
会
活
動
、

（
役
割
交
換
書
簡
）
な
ど
の
処
遇
は
長
期
処
遇
で
も
短
期
処
遇
で
も
実
施
さ
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
長
期
処
遇
に
お
い
て
は
、
薬
物
、
交
通
、

間
が
設
け
ら
れ
た
。

三
（八
八

0
)



交
友
、
被
害
者
の
問
題
群
別
指
導
、
窯
業
、
溶
接
、
木
工
、
農
園
芸
、
情
報
の
職
業
補
導
、

非
行
態
様
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
農
耕
、
園
芸
の
職
業
補
導
が
行
な
わ
れ
る
。

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、

な
ど
の
社
会
見
学
、
親
子
交
流
会
な
ど
の
ほ
か
、
保
護
者
会
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
る
。

（八
七
九
）

ュ
ン
ボ
（
小
型
建
設
機
械
）
、
危
険
物

取
扱
者
乙
種
第
四
類
な
ど
の
資
格
取
得
を
目
指
し
た
教
育
な
ど
が
行
な
わ
れ
る
。
ま
た
、
短
期
処
遇
に
お
い
て
は
、
性
、
薬
物
、
交
通
、
窃
盗
、
暴
力
の

出
院
準
備
教
育
は
、
長
期
処
遇
が
二
か
月
半
、
短
期
処
遇
の
場
合
が
八
週
間
で
あ
る
。
院
外
委
嘱
職
業
補
導
、
社
会
奉
仕
、
事
業
所
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

保
護
者
に
対
す
る
措
置
（
少
年
院
法

―
二
条
の
二
）
と
し
て
、
保
護
者
へ
の
働
き
掛
け
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
保
護
者
会
な
ど
を
通
じ
て
指
導
し
て
い

る
。
も
っ
と
も
、
問
題
性
の
高
い
少
年
の
保
護
者
が
働
き
掛
け
に
応
じ
な
い
こ
と
も
少
な
く
な
く
、
苦
慮
し
て
い
る
。

三
、

施

設

の

様

子

長
期
処
遇
の
在
院
者
を
収
容
す
る
紀
泉
学
寮
と
短
期
処
遇
の
在
院
者
を
収
容
す
る
泉
南
学
寮
は
双
方
の
在
院
者
の
接
触
を
避
け
る
た
め
、
別
々
の
建
物

と
な
っ
て
お
り
、
両
建
物
の
中
間
に
体
育
館
と
プ
ー
ル
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
体
育
館
も
紀
泉
学
寮
と
泉
南
学
寮
で
別
々
に
な
っ
て
い
た
。
プ
ー
ル
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
農
場
は
双
方
の
学
寮
で
共
用
で
あ
る
も
の
の
、
学
寮
ご
と
に
使
用
時
間
を
分
け
て
、
双
方
の
在
院
者
の
接
触
を
避
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

長
期
処
遇
の
少
年
を
収
容
す
る
紀
泉
学
寮
は
六
階
建
て
で
あ
っ
た
。
三
階
か
ら
五
階
の
各
階
に
二
つ
ず
つ
寮
が
置
か
れ
て
い
た
。
木
工
の
職
業
補
導
の

短
期
処
遇
の
少
年
を
収
容
す
る
泉
南
学
寮
は
四
階
建
て
で
あ
っ
た
。
二
階
と
三
階
の
各
階
に
二
つ
ず
つ
寮
を
置
き
う
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

在
院
者
数
が
定
員
を
下
回
っ
て
い
る
た
め
に
見
学
当
日
に
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
寮
の
内
部
を
見
学
し
た
。
四
人
部
屋
の
集
団
室
と

一
人
部
屋
の
単

様
子
を
廊
下
か
ら
窓
越
し
に
見
学
し
た
。

次
長
か
ら
の
お
話
の
後
、
院
内
を
見
学
し
た
。

中
学
生
の
場
合
、
教
科
教
育
と
し
て
院
内
で
授
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

関

法

第

六

三
巻

三
号

ニ
四



＊
 

和
泉
学
圃

る
と
い
う
よ
い
効
果
が
発
現
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

四
、
感

想

独
室
が
あ
り
、
畳
敷
き
の
ベ
ッ
ド
が
作
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。

二
五

コ
の
字
型
の
居
室
配
置
と
な
っ
て
お
り
、
法
務
教
官
が
全
て
の
居
室
の
動
静
を
同
時
に
把

握
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
が
窺
わ
れ
た
。
浴
場
は
寮
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

居
室
の
扉
は
部
屋
の
内
側
に
取
っ
手
が
な
い
点
が
特
徴
的
で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

や
や
小
ぶ
り
な
印
象
を
受
け
た
。
新
入
時
期
の
寮
の

小
学
生
の
在
院
者
向
け
に
用
意
さ
れ
た
寮
も
見
学
し
た
。
全
て
単
独
室
で
あ
り
、
寮
の
中
央
部
の
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
敷
き
に
さ
れ
て
い
る

な
ど
、

や
や
柔
ら
か
い
雰
囲
気
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
小
学
生
が
少
年
院
送
致
と
な
っ
た
例
が
な
い
た
め
、
使
用
実
績
は
な
い
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

少
年
院
と
し
て
は
敷
地
が
広
く
な
く
、
高
い
建
物
が
建
っ
て
い
る
せ
い
か
、
狭
陰
な
印
象
を
受
け
た
。

和
泉
学
園
は
、
長
期
処
遇
の
少
年
院
と
短
期
処
遇
の
少
年
院
を
併
設
し
、
こ
れ
ま
で
の

一
般
的
な
大
規
模
の
少
年
院
二
庁
分
を

―
つ
の
少
年
院
と
し
て

い
る
。
そ
の
最
大
の
目
的
は
、
事
務
部
門
の
人
員
削
減
に
あ
り
、
削
減
さ
れ
た
人
員
が
教
育
部
門
に
充
当
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
人
員
は
純
減
と

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
矯
正
処
遇
が

一
定
以
上
の
マ
ス
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
に
く
い
分
野
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
教
育
部
門
の
人
員
を
充
実

さ
せ
ず
に
施
設
を
大
規
模
化
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
考
え
に
く
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

と
り
わ
け
、
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
コ
の
字
型
の
居
室
配
置
は
、
複
数
の
法
務
教
官
が
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
す
こ
と
に
よ
り
、
児
童
福
祉
施
設

の
ホ
ー
ム
制
に
近
い
処
遇
を
実
現
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
各
寮
に
十
分
な
法
務
教
官
を
配
置
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

長
期
処
遇
と
短
期
処
遇
を
同

一
施
設
で
実
施
す
る
男
子
少
年
院
は
珍
し
い
。
施
設
内
で
の
職
員
の
異
動
な
ど
を
通
じ
て
双
方
の
処
遇
形
態
が
洗
練
さ
れ

御
多
忙
の
折
、
参
観
の
お
世
話
を
い
た
だ
い
た
次
長
は
じ
め
職
員
の
方
々
に
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

施
設
見
学
記
録
四

（
八
七
八
）



た
い。

い
っ
た
ん
休
止
す
る
。
そ
れ
に
代
え
て
、

本
研
究
は
、
平
成
二
三
年
度
関
西
大
学
研
修
員
研
修
費
に
よ

っ
て
行
い
ま
し
た
。

（八
七
七
）

施
設
見
学
記
録
は
、
五
五
巻
六
号
の
浪
速
少
年
院
か
ら
本
号
の
和
泉
学
園
ま
で
二
二
回
に
わ
た

っ
て
、
刑
務
所
と
少
年
院
を
中
心
に
施
設
の
概
要
や
特

色
を
紹
介
し
て
き
た
。
二

ニ
の
施
設
を
紹
介
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
と
り
わ
け
刑
務
所
と
少
年
院
に
つ
い
て
は
、
紹
介
す
る
施
設
が
大
阪
矯
正
管
区
内
の

大
半
を
占
め
る
に
至
り
、
収
容
の
状
況
や
処
遇
の
内
容
を
俯
轍
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
、
五
五
巻
六
号
の
「
掲
載
開
始
に
あ
た

っ
て
」
で
設

そ
の
た
め
、
特
に
刑
務
所
と
少
年
院
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
形
式
で
収
容
の
状
況
や
処
遇
の
内
容
を
紹
介
す
る
必
要
性
は
小
さ
く
な
っ
た

と
言
え
る
。

一
方
で
、
施
設
ご
と
の
特
色
や
収
容
の
新
た
な
動
向
は
紹
介
す
る
必
要
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
例
外
的
に
こ
れ
ま
で
の
形
式
で
紹
介
す
る
必
要
性
が
高
い
施
設
を
除
い
て
、
今
号
を
最
後
に
従
来
の
形
式
で
施
設
ご
と
に
紹
介
す
る
こ
と
を

一
年
に

一
回
を
目
途
に

一
年
間
に
参
観
や
見
学
を
行
な

っ
た
各
施
設
の
特
色
を
ま
と
め
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し

二
二
回
に
わ
た
る
連
載
を
認
め
て
い
た
だ
い
た
関
西
大
学
法
学
会
と
愛
読
い
た
だ
い
た
諸
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
、
ひ
と
ま
ず
の
区
切
り
と
し
た
い
。

定
し
た
掲
載
の
目
的
を
ひ
と
ま
ず
達
成
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

【
施
設
見
学
記
録
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
】

＊
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